


　
「
二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
」

は
、二
戸
地
区
の
４
市
町
村（
二
戸
市
、

一
戸
町
、
軽
米
町
、
九
戸
村
）
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
母
体
は
昭

和
39
年
に
福
岡
町
、
金
田
一
村
、
一

戸
町
、
浄
法
寺
町
、
九
戸
村
で
発
足

し
た
「
二
戸
衛
生
処
理
組
合
」
で
す
。

47
年
に
福
岡
町
と
金
田
一
村
が
合
併

し
て
で
き
た
二
戸
市
と
軽
米
町
と
が

加
入
し
、
翌
48
年
に
現
在
の
「
二
戸

地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
」
に
名
称

を
変
更
し
ま
し
た
。

　

組
合
の
発
足
当
初
は
し
尿
処
理
の

み
で
し
た
が
、
昭
和
49
年
に
消
防
事

務
、
平
成
７
年
に
ご
み
処
理
事
業
、

そ
し
て
平
成
11
年
に
介
護
保
険
事
業

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
に
は
二
戸
市
と
浄
法
寺

町
が
合
併
し
て
で
き
た
新
二
戸
市
が

加
入
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

二
戸
広
域
市
町
村
圏
計
画

　

こ
の
よ
う
に
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ

二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
の
あ
ら
ま
し

 こういきって何？
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組
合
の
あ
ゆ
み

二
戸
圏
域
の
振
興



（　）内は平成18年3月1日現在

介護保険推進室

組合組織図

人口と世帯数 — 平成19年3月1日現在 —

に
合
わ
せ
て
組
合
の
業
務
は
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
48
年
に
は
二
戸
圏
域
の
一
体

的
な
振
興
発
展
を
図
る
た
め
新
た
な

広
域
行
政
の
指
針
と
な
る
最
初
の「
二

戸
地
区
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
計

画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
計
画
の
見
直
し
、
名
称
の

変
更
が
あ
り
、
平
成
18
年
に
は
「
第

四
次
二
戸
地
区
広
域
市
町
村
圏
計
画

（
後
期
計
画
）」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
よ
り
少
子
・
高
齢
化
、

地
方
分
権
な
ど
を
見
据
え
て
、今
後
5

年
間
に
各
分
野
の
施
策
、事
業
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
組
合
の
議
会
は
、構
成
市
町
村

の
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
15
名

（
19
年
3
月
末
現
在
）を
も
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。組
合
の
運
営
方
針
、

予
算
、条
例
な
ど
の
提
出
案
件
を
審
議

し
て
、議
決
機
関
と
し
て
地
域
住
民
の

方
々
の
声
を
十
分
反
映
さ
せ
な
が
ら

組
合
の
進
路
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
別
選
出
議
員
数
は
、
二
戸

市
7
名
、一
戸
町
3
名
、軽
米
町
3
名
、

九
戸
村
2
名
で
す
。
な
お
、
議
員
の

任
期
は
構
成
市
町
村
議
会
の
任
期
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

監
査
委
員
は
2
名
（
組
合
議
会
か

ら
の
選
任
1
名
、
識
見
を
有
す
る
者

か
ら
の
選
任
1
名
）お
り
、組
合
の
財

務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
及
び
経
営

に
係
る
事
業
の
管
理
を
監
査
し
ま
す
。

二戸市

一戸町

軽米町

九戸村

  人口　32,068人
　　  （32,420人）

世帯数　11,579世帯
　　　（11,536世帯）

  人口　15,613人
　　  （15,784人）

世帯数　 5,861世帯
　　　　（5,761世帯）

  人口　11,387人
　　  （11,575人）

  人口　　7,017人
　　  （7,148人）

世帯数　 3,762世帯
　　　　（3,740世帯）

世帯数　 2,187世帯
　　　　（2,200世帯）

●合計人口 66,085人（66,927人）
●世 帯 数 23,389世帯（23,237世帯）

組 合 議 会

監 査 委 員

事 務 局

総 務 係

管 理 者
副管理者
参 与
参 与

●

●

●

●

一戸町長
二戸市長
軽米町長
九戸村長

消 防 本 部

会計管理者 出 納 室

二戸消防署

消 防 課

総 務 課

衛 生 セ ン タ ー
クリーンセンター

庶 務 係
管 理 係
予 防 係
警 防 係
一 戸 分 署
軽 米 分 署
浄法寺分署
九 戸 分 署

出 納 係
経 理 係
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組
合
議
会
・
監
査
委
員



こういきお仕事
ウオッチング

　

ま
ず
は
基
礎
知
識
か
ら
。「
広
域
行

政
事
務
組
合
」
と
は
、
本
来
は
各
市

町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
い
る

行
政
事
務
を
、
共
同
で
効
率
よ
く
処

理
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
特
別
地
方

公
共
団
体
の
こ
と
で
す
。
二
戸
地
区

で
は
、
二
戸
市
、
一
戸
町
、
軽
米
町
、

九
戸
村
の
1
市
2
町
1
村
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
事
務
の
内
容
は
組
合
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
二
戸
地
区
広
域

行
政
事
務
組
合
で
は
お
よ
そ
次
の
仕

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

① 

二
戸
地
区
広
域
市
町
村
圏
計
画
の

策
定
と
そ
の
事
業
の
実
施
に
関
す

る
事
務

② 

二
戸
地
区
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
計

画
の
策
定
と
そ
の
事
業
の
実
施
に

関
す
る
事
務

③ 

ご
み
処
理
に
関
す
る
事
務
事
業

④ 

し
尿
処
理
に
関
す
る
事
務
事
業

⑤ 

消
防
に
関
す
る
事
務
事
業（
消
防
団
を
除
く
）

⑥
介
護
保
険
に
関
す
る
事
務
事
業

　　

こ
の
う
ち
事
務
局
総
務
係
で
担
当

し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
た
め
に
必
要

な
事
務
作
業
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
必
要
な
予
算

の
編
成
と
決
算
、
職
員
の
給
料
の

計
算
な
ど
の
経
理
事
務
を
は
じ
め
、

事
業
の
内
容
が
適
正
か
ど
う
か
の

チ
ェ
ッ
ク
や
、
事
業
を
審
議
す
る
会

議
の
開
催
、
ま
た
、
各
市
町
村
の
首

長
や
議
会
と
の
連
絡
調
整
な
ど
、
目

に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
重
要
な
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
会
社
を
例
に
と
る

と
、
総
務
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
で
す
。

快
適
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
ご
み
処
理
や
し
尿
処
理
、
暮
ら
し
の
安
心
と
安

全
を
守
る
消
防
・
防
災
や
高
齢
者
介
護
保
険
。
事
務
局
で
は
、
こ
れ
ら
暮
ら
し

の
基
本
と
い
え
る
事
業
に
関
わ
る
事
務
作
業
を
一
手
に
行
っ
て
い
ま
す
。

事
務
局
総
務
係

介
護
保
険
推
進
室

　
　

護
予
防
を
重
視
し
た

　
　

新
事
業
も
ス
タ
ー
ト
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ご
み
処
理
や
消
防
活
動
な
ど
は
み

な
さ
ん
の
暮
ら
し
に
直
接
関
わ
る
大

切
な
事
業
で
す
が
、高
齢
化
社
会
に
一

致
団
結
し
て
対
応
し
よ
う
と
平
成
11

年
度
か
ら
は
介
護
保
険
事
業
へ
の
取

り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
介
護

保
険
推
進
室
で
、介
護
認
定
審
査
会
や

　
　

ら
し
の
基
本
を
支
え
る

　
　
﹁
縁
の
下
の
力
持
ち
﹂

暮

介 介
護
保
険
推
進
室

事
務
局
総
務
係



介
護
保
険
料
の
賦
課
徴
収
・
保
険
給

付
な
ど
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
現
状
は
、高
齢
化
社
会

を
反
映
し
て
給
付
費
の
伸
び
が
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、高
齢

者
の
健
康
管
理
や
介
護
予
防
へ
の
取

り
組
み
も
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
当
組
合
で
は
、
平

成
18
年
度
か
ら
岩
手
県
立
大
学
と
相

互
連
携
協
定
を
結
び
、
介
護
予
防
の

た
め
の
事
業
で
あ
る
「
地
域
保
健
福

祉
活
動
推
進
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
岩
手
県
立
大

学
の
都
築
先
生
か
ら
指
導
、
助
言
を

い
た
だ
き
「
い
き
い
き
健
康
教
室
」

や
「
転
倒
予
防
教
室
」
な
ど
数
年
に

わ
た
る
継
続
し
た
教
室
を
開
催
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
体
操
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
専
門
家
の
講
話
や
参
加
者

の
交
流
を
図
る
時
間
が
設
け
ら
れ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。
健
康
づ
く
り

を
通
し
て
住
民
同
士
の
交
流
の
き
っ

か
け
を
作
り
、
教
室
が
終
了
し
た
後

いきいき健康教室

全6回の「いきいき健康教室」
は、毎回3つのプログラムで
行われます。

　まずは、専門家による講話
タイム。県立大の都築助教授
をはじめ岩手薬剤師会や二戸
医師会、二戸歯科医師会、包
括支援センターなどの専門家
から、介護や医療、食事な
ど、からだやこころに関する
さまざまな話を聞き、健康づ
くりへの知識を深めてもらい
ます。そのあと健康体操を行
い、最後は参加者全員が車座
になって、地域の課題を話し
合いながら交流を深める「地
域活動検討会」で終わります。

　楽しみながらの健康づくり
はもちろんですが、生活の中
で困っていることや悩んでい
ることを、地域の人々と話し合
うことができるのは、からだ以
上にこころを元気にしてくれ
るもの。それによって地域の
交流も盛んになり、新しい活
動も生まれています。「健康
づくり」と「地域づくり」、どちら
にも効く楽しい講座ですよ。

も
地
域
活
動
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

18
年
度
の
対
象
地
区
（
二
戸
市
の

金
田
一
地
区
・
浄
法
寺
地
区
・
福
岡

地
区
、
一
戸
町
の
関
屋
地
区
、
軽
米

町
の
下
新
町
地
区
、
九
戸
村
の
江
刺

家
地
区
の
6
カ
所
）
で
は
、
金
田
一

地
区
の
「
ま
る
ご
と
健
康
Ｓ
・
Ｓ
教

室
」
の
よ
う
な
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

が
次
々
誕
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た「
転

倒
予
防
教
室
」
を
き
っ
か
け
に
、
地

元
の
医
療
機
関
、
理
学
・
作
業
療
法

士
に
よ
る
「
カ
シ
オ
ペ
ア
転
倒
予
防

研
究
会
」
も
発
足
し
ま
し
た
。

　

予
防
事
業
や
保
健
福
祉
を
ベ
ー
ス

に
し
た
こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
は

非
常
に
珍
し
く
、介
護
保
険
推
進
室
で

は
県
立
大
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

と
り
な
が
ら
、住
民
の
意
識
調
査
は
じ

め
地
域
で
の
事
業
継
続
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
の
確
立
を
探
っ
て
い
ま
す
。

　

19
年
度
の
教
室
は
、
あ
な
た
の
住

む
地
区
で
行
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●介護保険料を滞納すると…　
特別な事情がないのに保険料を滞
納した場合などは、滞納期間に応
じて次のような措置がとられます。

1年間滞納した場合
　介護サービスを利用した
とき、利用者が費用の全
額をいったん自己負担
し、申請してあとから払
い戻し（費用の9割）を受
けるかたちになります。

1年6ヵ月以上滞納した場合
　利用者が費用の全額を負担し、
申請しても、保険料を完納する
までの間、払い戻しが一時差し
止められることになります。な
お滞納が続く場合は、差し止め
られた額から、保険料が差し引
かれる場合もあります。

2年以上滞納した場合
　介護保険料の未納期間に
応じて、本来1割である
利用者負担が3割に引き
上げられます。また、高
額介護サービス費が受け
られなくなります。

●65歳以上の方の
　介護保険料減免制度の
　お知らせ

65歳以上で、災害や失業、その他の事情により、
保険料の納付が困難と認められた方は、介護保
険料の減免が受けられます。減免を受けるには
申請が必要です。詳しくは、各市町村の介護保
険担当課または二戸広域までご相談ください。

二戸市総合福祉センター
二戸市浄法寺総合支所
一戸町総合保健福祉センター

☎0195-23-1313
☎0195-38-2211
☎0195-32-3700

☎0195-46-2111
☎0195-46-4111
☎0195-42-2111

軽米町役場健康福祉課
軽米町健康ふれあいセンター
九戸村役場住民生活課（保健センター）

　
　
　
　

 

対
象
と
な
る
方

保険料が第1段階・第2段階・第3段階の方のうち、収入が少なく生活が
著しく困窮している方（「住民税の課せられている方に扶養されていない」「住
民税の課せられている方と生計を共にしていない」など、いくつかの要件があり、
平成18年度より要件のうちの預貯金等の資産について緩和しました。）

風水害、火災もしくは地震などにより、住宅または家財に3割以上の被
害を受けた方のうち、あなたまたはあなたと同じ世帯のご家庭の、前年
の合計所得金額が1,000万円未満である方

失業・冷害などにより、あなたまたはあなたの世帯の生計維持者の収入
が前年の合計所得金額の2分の1以上減少した方で、前年の合計所得金額
が600万円未満である方

1

3

2

 申請窓口
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こういきお仕事
ウオッチング

　

奥
羽
山
系
の
山
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か

れ
た
二
戸
地
区
は
、
馬
淵
川
に
代
表

さ
れ
る
清
流
の
流
れ
る
豊
か
な
自
然

環
境
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
自
然

を
守
り
な
が
ら
、
快
適
な
生
活
環
境

も
維
持
し
て
い
く
役
割
を
担
う
の
が

「
二
戸
地
区
衛
生
セ
ン
タ
ー
」。
家
庭

や
事
業
所
か
ら
出
る
し
尿
や
、
浄
化

槽
の
汚
泥
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
9
年
に
完
成
し
た
施
設
は
、

地
下
1
階
・
地
上
2
階
の
規
模
で
、

建
物
の
面
積
は
約
1
4
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
と
、
一
般
的
な
衛
生
セ
ン

タ
ー
と
比
べ
る
と
コ
ン
パ
ク
ト
。
し

か
し
、
処
理
能
力
は
1
日
平
均
に
し

て
約
1
1
2
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
と
、
1

市
2
町
1
村
の
し
尿
・
汚
泥
処
理
に

も
十
分
に
対
応
で
き
る
規
模
で
す
。

こ
の
処
理
能
力
を
可
能
に
し
て
い
る

の
が
、
高
負
荷
脱
窒
素
処
理
方
式
に

砂
ろ
過
、
活
性
炭
吸
着
塔
な
ど
の
最

新
の
設
備
群
で
す
。

　

施
設
の
心
臓
部
と
も
い
う
べ
き
部

分
は
「
反
応
槽
」。
高
さ
約
1
8
0

セ
ン
チ
・
直
径
約
１
メ
ー
ト
ル
の
円

筒
型
を
し
た
ロ
ー
タ
リ
ア
ト
マ
イ
ザ

（
高
性
能
曝
気
装
置
）
に
よ
り
撹
拌
し

　
　

た
ち
の
暮
ら
し
の
衛
生
と

　
　

快
適
な
暮
ら
し
を
保
つ

な
が
ら
空
気
が
供
給
さ
れ
、
バ
ク
テ

リ
ア
が
繁
殖
し
て
い
ま
す
。
こ
の
空

気
と
バ
ク
テ
リ
ア
の
力
で
、
し
尿
や

汚
泥
を
分
解
・
浄
化
し
て
処
理
水
に

変
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
以

前
よ
り
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
約
2
週

間
ほ
ど
で
処
理
さ
れ
ま
す
。

　

で
は
、
し
尿
・
汚
泥
処
理
の
仕
組

み
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

① 

収
集
さ
れ
た
し
尿
や
汚
泥
は
受
入

槽
に
入
り
ま
す
。
細
目
ス
ク
リ
ー

ン
装
置
に
よ
り
ビ
ニ
ー
ル
や
紙
、

布
な
ど
を
取
り
除
い
た
の
ち
、
貯

留
槽
へ
送
ら
れ
ま
す
。

② 

貯
留
槽
か
ら
反
応
槽
へ
送
ら
れ
、

バ
ク
テ
リ
ア
処
理
が
行
わ
れ
ま
す
。

③ 

汚
泥
分
離
槽
で
処
理
水
と
汚
泥
に

分
離
。
集
め
ら
れ
た
汚
泥
は
脱
水

機
へ
送
ら
れ
ま
す
。

④ 

砂
ろ
過
と
活
性
炭
吸
着
塔
を
通
し
、

無
色
透
明
な
処
理
水
に
し
ま
す
。

⑤ 

接
触
槽
で
塩
素
殺
菌
消
毒
を
し
ま

す
。
完
全
な
処
理
水
と
な
っ
て
川

へ
放
流
さ
れ
ま
す
。

⑥ 

発
生
す
る
臭
気
は
す
べ
て
捕
集

し
、
薬
品
処
理
に
よ
り
無
臭
化
し

て
い
ま
す
。

　

一
連
の
工
程
は
中
央
監
視
室
で
管

理
・
調
整
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
し
尿

の
中
に
は
ビ
ニ
ー
ル
や
紙
以
外
に
も

金
属
製
品
や
布
製
品
な
ど
、
予
測
外

の
ご
み
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
そ
の
つ
ど
人
の
目
で
確

認
し
、
機
械
を
調
節
し
て
い
ま
す
。

快
適
な
暮
ら
し
を
保
つ
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
し
尿
や
汚
泥
な
ど
の
処

理
。
こ
れ
ら
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
自
然
環
境
の
保
全
に
も
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
じ
っ
く
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

二
戸
地
区

衛
生
セ
ン
タ
ー
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処理量の推移

ま
た
、
バ
ク
テ
リ
ア
の
活
動
を
保
つ

た
め
、
反
応
槽
内
の
温
度
や
酸
素
供

給
量
も
き
め
細
か
く
管
理
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
施
設
は
24
時
間
・

3
6
5
日
停
止
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

二
戸
地
区
で
は
公
共
下
水
道
の
普

及
に
よ
り
、
し
尿
の
処
理
量
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
一
方
の
汚
泥

処
理
は
合
併
浄
化
槽
の
普
及
に
よ

り
、
増
え
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
快
適
で
清

潔
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
衛
生

セ
ン
タ
ー
で
は
施
設
の
適
正
な
管
理

と
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

し尿処理の流れ

環境対策

処理施設から出る放流水に
は、法律により厳しい水質基
準が設けられています。

　二戸地区衛生センターでは
常に場内で水質を測定しなが
ら、機械の微調整を行うシス
テムを確立しています。砂ろ
過と活性炭吸着塔による浄化
はもちろんですが、反応槽や
汚泥分離槽など各所での処理
工程を正確に行わなければ、
最終的に出る処理水の水質を
向上させることにはつながり
ません。そこで、各所での検
査を行い、次の工程へスムー
ズに、そしてストレスを与え
ないように処理液を送るよう
にしています。この場内での
水質チェックに加え、毎月1
回は外部の専門検査機関に依
頼して、水質をチェックして
います。
　これらの体制により、本セ
ンターでの水質は法律による
基準値をすべてクリアして、
環境を汚さない安定した処理
水を放流しています。
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し尿の受入れ

反応槽

　し尿は受入槽から細
目スクリーンを通り、
貯留槽に蓄えられ、細
目スクリーンでビニー
ルや紙などの夾雑物が
取り除かれます。

　し尿は貯留槽から反応槽に投入され、硝化と脱
窒素が同時に進行し、窒素成分を除去します。そ
こで除去しきれなかったものは、第1撹拌槽から
脱気槽で除去され、汚泥分離槽で汚泥と処理水に
分離されます。
　汚泥は焼却処理され、処理水は凝集沈殿槽により
COD、リン、微細な浮遊物質などが除去されます。

　ここでは、わずかに
残ったCOD、浮遊物質、
色度などをとり、無色
透明な処理水にします。

受入貯留設備 高負荷脱窒素処理設備 高度処理・消毒設備

施設の稼働状況が一目で分かる中央計器盤

沈砂槽

細目スクリーン

受入槽
破砕
ポンプ

貯留槽

汚泥処理設備

砂ろ過塔/活性炭吸着塔/接触槽

混和槽/凝集槽

凝集沈殿槽
反応槽

放流

汚泥分離槽
第1撹拌槽/曝気槽/第2撹拌槽/脱気槽第1撹拌槽/曝気槽/第2撹拌槽/脱気槽



　

美
し
い
自
然
環
境
と
快
適
な
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、
暮
ら
し
の
中
か
ら

出
る
ご
み
は
適
切
に
処
理
し
て
行
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
二
戸
地
区

で
は
平
成
7
年
に
完
成
し
た
「
二
戸

地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
で
、
４

市
町
村
の
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
た

ご
み
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

一
戸
町
と
の
境
界
付
近
、
二
戸
市

の
山
あ
い
に
建
つ
施
設
の
広
さ
は
約

8
千
平
方
メ
ー
ト
ル
。
ご
み
焼
却
施

設
と
粗
大
ご
み
処
理
施
設
で
構
成
さ

れ
、
焼
却
施
設
で
は
１
日
の
処
理
量

が
約
60
ト
ン
（
16
時
間
稼
働
）、
一

方
の
粗
大
ゴ
ミ
処
理
施
設
で
は
30
ト

ン
（
5
時
間
稼
働
）
の
処
理
が
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

は
、
完
全
燃
焼
の
度
合
い
が
よ
り
高

い
と
さ
れ
る
「
流
動
床
式
焼
却
炉
」

を
導
入
し
て
い
る
点
で
す
。
こ
れ
は

炉
の
下
部
に
お
よ
そ
9
ト
ン
も
の
砂

（
珪
砂
）
を
入
れ
、
加
熱
し
た
高
圧

の
空
気
で
、
そ
の
砂
を
6
0
0
℃
弱

の
高
温
に
保
ち
な
が
ら
（
こ
の
と
き

　
　

全
無
公
害
化
を
実
現
す
る
設
備
と

　
　

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
厳
し
い
目

炉
内
温
度
は
8
5
0
℃
以
上
の
燃
焼

温
度
に
な
り
ま
す
）、
激
し
く
撹
拌

し
ま
す
。
す
る
と
、
砂
は
あ
た
か
も

お
湯
が
沸
騰
し
た
よ
う
な
状
態
（
こ

れ
を
流
動
床
状
態
と
い
い
ま
す
）
に

な
る
の
で
す
。
投
入
さ
れ
た
ご
み
は
、

流
動
状
態
の
砂
に
接
触
、
撹
拌
さ
れ
、

一
瞬
に
し
て
焼
却
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
は
、
パ
ッ
カ
ー
車
（
ご
み
収

集
車
）
ご
と
計
量
機
で
重
さ
を
量
っ

た
の
ち
、
い
っ
た
ん
巨
大
な
ご
み

ピ
ッ
ト
に
貯
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て

ク
レ
ー
ン
に
よ
っ
て
ご
み
投
入
ホ
ッ

パ
に
供
給
さ
れ
、
給
じ
ん
装
置
で
焼

却
炉
内
に
送
り
込
ま
れ
、
完
全
に
焼

却
さ
れ
ま
す
。

　

ご
み
が
完
全
燃
焼
し
た
あ
と
の
細

か
な
灰
は
ガ
ス
と
と
も
に
排
出
さ

れ
、
ろ
過
式
集
じ
ん
器
に
よ
り
取
り

除
か
れ
た
の
ち
、
セ
メ
ン
ト
で
固
め

て
い
ま
す
。ま
た
高
温
の
排
ガ
ス
は
、

ガ
ス
冷
却
室
と
空
気
予
熱
器
で
温
度

を
下
げ
た
の
ち
、
有
害
ガ
ス
除
去
装

今
や
、
ご
み
問
題
は
社
会
全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
と
い
え
ま

す
。
二
戸
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
回
収
さ
れ
た
ご
み
の
適
正
な
処
理
に
努
め
な

が
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

二
戸
地
区

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

こういきお仕事
ウオッチング

09 2007 Vol.12 082007 Vol.12

中央制御室

プラットホーム

ごみピット、ごみクレーン

二戸市石切所字二枚平19-1
☎0195-25-5660

完



置
と
ろ
過
式
集
じ
ん
器
で
有
害
成
分

と
微
細
な
ば
い
じ
ん
を
完
全
に
取
り

除
き
、
煙
突
か
ら
放
出
し
て
い
ま
す
。

　

一
連
の
工
程
は
、
す
べ
て
の
機
器

の
運
転
状
況
を
示
す
計
器
類
が
集
め

ら
れ
た
中
央
制
御
室
で
集
中
監
視
し

て
い
ま
す
。
ご
み
の
状
態
は
ど
う
か
、

炉
内
の
燃
焼
温
度
は
き
ち
ん
と
上
昇

し
て
い
る
か
…
。
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

厳
し
い
管
理
の
も
と
、
工
場
内
で
ご

み
を
完
全
無
公
害
化
す
る
シ
ス
テ
ム

が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
な
ど
に
よ
り
、

二
戸
地
区
で
も
資
源
ご
み
の
分
別
回

収
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方
、

可
燃
ご
み
の
収
集
量
は
年
々
増
加
し

て
き
て
い
ま
す
。
二
戸
地
区
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
・

リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
の「
３
Ｒ
運

動
」の
浸
透
を
目
指
し
た
意
識
啓
発

活
動
を
は
じ
め
、
セ
ン
タ
ー
の
見
学

な
ど
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
ご
み

減
量
は
社
会
全
体
の
大
き
な
テ
ー
マ

で
す
。み
ん
な
で
美
し
く
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

※平成12年度から資源ごみの分別収集を始めました。

ごみ減量

発生抑制（リデュース）、再
使用（リユース）、再利用・
再資源化（リサイクル）の「3
Ｒ運動」は日々のちょっとし
た気配りから行えます。

　スーパーやコンビニでのレ
ジ袋を断るマイバッグ運動も
有効な方法です。
　燃えるごみとして収集され
る紙ごみも、「雑誌」「ダン
ボール」「新聞」「牛乳パック」
に分類すれば、立派な資源ご
みになります。捨てる前に
チェックしてみましょう。

●雑誌に分類されるもの
週刊誌、月刊誌、はがき、便
せん、ノート類、パンフレッ
ト、カレンダー（金具は除く）、
本（ビニールカバーは除く）、
封筒など

●ダンボールに分類されるもの
各種ダンボール箱、菓子箱、贈
答用箱、ティッシュペーパー
の箱（ビニールは除く）など

※ダイレクトメールなどに多
い透明フィルム付き封筒も、
フィルムを取り除けば、資源
ごみになりますよ（フィルム部
分は燃えるごみになります）。
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ごみ処理の流れ

焼却炉

中央制御室

ごみ投入ホッパ

ごみクレーン

汚泥受入ホッパ

ごみピット

排水処理設備

ごみ焼却炉

ガス冷却室

空気予熱器

温水発生機 煙突

有害ガス除去装置

不燃物
排出装置砂分級装置

ごみの流れ
排ガスの流れ
空気の流れ
灰の流れ
予熱の流れ
排水の流れ

ろ過式集じん器

処理量の推移



こういきお仕事
ウオッチング

　

二
戸
地
区
の
消
防
・
救
急
業
務
は
、

二
戸
市
に
消
防
本
部
・
消
防
署
が
置

か
れ
、
一
戸
町
、
軽
米
町
、
二
戸
市

浄
法
寺
町
、
九
戸
村
の
4
地
区
に
分

署
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
消
防
・
救
急
へ
の
要

請
に
応
え
る
た
め
、
署
・
分
署
に
は

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
高
規

格
救
急
自
動
車
、
連
絡
車
を
配
置
し
、

さ
ら
に
、
特
殊
な
災
害
に
備
え
て
化

学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
や
屈
折
は
し

ご
消
防
自
動
車
、
交
通
事
故
な
ど
の

救
助
に
使
用
さ
れ
る
救
助
工
作
車
な

ど
も
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
と
分
署
は
、
電
話
と
無

線
に
よ
り
常
時
連
絡
を
取
り
合
い
、

大
き
な
災
害
が
起
き
た
場
合
は
、
消

防
本
部
か
ら
の
出
動
命
令
に
よ
り
組

織
が
一
丸
と
な
り
対
応
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

　
　

戸
消
防
署
と
四
分
署
の
連
携
で

　
　

火
災
、
災
害
か
ら
地
域
を
守
る

　

ま
た
、
警
察
や
高
速
自
動
車
道
の

関
係
機
関
と
も
専
用
回
線
で
結
ば
れ

て
お
り
、
事
故
や
災
害
発
生
時
に
は

素
早
い
対
応
に
よ
り
地
域
の
安
全
を

守
っ
て
い
ま
す
。

　

管
内
の
消
防
職
員
は
総
勢
1
1
0

名
で
、
24
時
間
態
勢
で
勤
務
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
救
急
隊
員
の
中

で
、
医
師
の
具
体
的
な
指
示
の
も
と

高
度
な
救
命
処
置
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
救
急
救
命
士
は
17
名
。
そ
の
う

ち
心
肺
停
止
状
態
の
患
者
の
気
管
に

チ
ュ
ー
ブ
を
通
し
、
肺
に
直
接
酸
素

を
送
り
込
む
医
療
行
為
「
気
管
挿
管
」

を
行
う
こ
と
の
で
き
る
挿
管
認
定
救

命
士
は
6
名
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
緊
急
消
防
援
助
隊
」が
全
国

に
組
織
さ
れ
て
お
り
、地
震
な
ど
の
大

規
模
な
災
害
発
生
時
に
は
、全
国
か
ら

応
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
整
備
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

尊
い
人
命
と
財
産
を
守
り
、
愛
す
る
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
活
動
を
展
開
す
る
消
防
署
。
二

戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
（
以
下
、
消
防
本
部
）
で
は
二
戸
消
防
署
と
４
つ

の
分
署
が
連
携
し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
災
害
へ
対
応
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
・
二
戸
消
防
署
・
分
署
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二



場
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
第
五

位
と
い
う
上
位
で
の
入
賞
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
引
揚
救
助
」
と
は
、
1
隊
5
名
の

隊
員
に
よ
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
や
地
下

室
な
ど
で
の
低
酸
素
、
有
毒
ガ
ス
に

よ
る
事
故
を
想
定
し
、「
空
気
呼
吸
器
」

と
い
う
呼
吸
保
護
具
を
着
装
し
て
低

所
に
侵
入
し
、
倒
れ
て
い
る
負
傷
者

を
地
上
に
引
き
揚
げ
て
救
出
す
る
と

　

平
成
18
年
8
月
24
日
、
北
海
道
札

幌
市
消
防
学
校
に
お
い
て
、
第
35
回

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
が
開
催
さ

れ
、
当
消
防
本
部
か
ら
は
「
引
揚
救

助
」
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

引
揚
救
助
に
は
、
全
国
の
地
区

支
部
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
22
隊
、

1
1
0
名
が
参
加
し
て
競
技
を
実
施

し
ま
し
た
。
当
消
防
本
部
で
は
こ
れ

ま
で
も
東
北
・
全
国
大
会
へ
毎
年
出

多くの災害は日常生活の
中のちょっとした油断か
ら起きています。
火の始末などもう一度、
身の回りの点検をお願い
します。

平成18年の消防・救急出動件数

二戸消防署

二戸市福岡字長嶺28-1
☎0195-23-7119

二戸郡一戸町西法寺字関屋157-1
☎0195-33-3119

九戸郡軽米町大字軽米3-78-11
☎0195-46-4119

一戸分署 軽米分署

消防本部の組織図

火　災

救　急

救　助

合　計

二　戸 一　戸 軽　米 浄法寺 九　戸 合　計
18年
17年
18年
17年
18年
17年
18年
17年

12
8

907
971
54
38
973
1,017

11
9

538
584
24
20
573
613

5
7

352
384
6
5

363
396

1
2

341
242
4
7

346
251

3
5

277
287
9
6

289
298

32
31

2,415
2,468
97
76

2,544
2,575

浄法寺分署

二戸市浄法寺町下前田41-7
☎0195-38-4119

九戸郡九戸村大字伊保内10-11-6
☎0195-42-3119

九戸分署

●所在地 ●連絡先

管 理 者
副管理者
参 与

監査委員

消防本部

会計管理者

総 務 課

消 防 課

二戸消防署

庶 務 係

管 理 係

予 防 係

警 防 係

庶 務 係

予 防 係

警 防 係

一戸分署

軽米分署

浄法寺分署

九戸分署

組合議会

消防本部管内
消防署・分署
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ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
出
し
切
り

　
　
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
で
五
位
入
賞

※黄色帯は18年、青色帯は17年出動件数

日



い
う
競
技
で
す
。
救
助
技
術
大
会
で

は
速
さ
の
み
で
は
な
く
、
安
全
性
と

確
実
性
も
併
せ
て
競
わ
れ
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
普
段
か
ら
各
隊

員
が
自
主
的
な
体
力
錬
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
日
々
の
積
み

重
ね
の
成
果
と
も
い
え
る
も
の
で
す

　

消
防
・
救
急
事
業
で
も
う
ひ
と
つ

大
切
な
も
の
が
「
防
災
」
で
す
。

　

火
災
の
多
く
は
、
日
ご
ろ
の
注
意

か
ら
防
げ
る
も
の
。
二
戸
消
防
署
で

は
火
災
予
防
週
間
に
合
わ
せ
て
管
内

の
家
庭
を
訪
問
し
、
火
災
予
防
指
導

の
ほ
か
、
地
域
で
の
消
火
訓
練
や
防

災
懇
談
会
で
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、各
地
域
の「
防
火
ク
ラ
ブ
」

の
活
動
も
支
援
。
地
域
住
民
の
強
い

つ
な
が
り
が
防
災
活
動
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
不
慮
の
場
面
で

は
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
施

す
応
急
処
置
の
仕
方
で
傷
病
者
の
救

命
率
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

二
戸
消
防
署
で
は
、
そ
ん
な
場
面
に

遭
遇
し
て
も
慌
て
ず
対
処
で
き
る
各

種
の
救
命
講
習
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

災
へ
の
意
識
を
高
め
る
た
め

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
も
展
開

一般住宅等に火災警報器の設置が義務付けられました。

新築住宅は、平成18年6月1日から設置
することとなり、施行されて10カ月が
過ぎました。既存住宅には、二戸地区広
域行政事務組合火災予防条例により、平
成23年5月31日までに設置することと
なります。

消防署では、販売や取扱店の紹介を行って
いません。

不明な点は二戸消防署予防係
☎0195-23-7119までお問い合わ
せください。

7つのポイント

一瞬にして全てを失ってしまう
住宅火災。普段から以下の3つの
習慣、4つの対策に注意して、大
切な家と家族を守りましょう。
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が
、
こ
れ
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

隊
員
は
救
助
技
術
の
向
上
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
の
原
動
力
は
「
住
民

の
皆
さ
ん
の
安
全
を
支
え
て
行
き
た

い
」
と
の
強
い
思
い
で
す
。

●寝たばこは、絶対やめる。

3つの習慣

4つの対策

● 逃げ遅れを防ぐために、
住宅用火災警報器等を設
置する。

● 寝具や衣類からの火災を
防ぐために、防炎製品を
使用する。

● 火災を小さいうちに消す
ために、住宅用消火器等
を設置する。

● お年寄りや身体の不自由
な人を守るために、隣近
所の協力体制をつくる。

● ストーブは、燃えやすいも
のから離れた位置で使う。

● ガスこんろなどのそばを離
れるときは、必ず火を消す。

防
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人 材 育 成 事 業
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ふるさと市町村圏基金事業

　二戸地区の特性を活かした魅力ある個性的な地域づくりを行うため、ふるさと市
町村圏基金が平成2年度に設置され、基金の運用益を活用して地域振興事業・人材育
成事業などの多様な広域的ソフト事業を中心に実施してきました。
　特に地域のイメージアップと地域文化・スポーツの創造を目指して推進してきた
カシオペア関連事業は着実な成果を見せてきています。
　平成18年度基金活用事業は次のとおりです。

文 化 振 興 事 業

地 域 振 興 事 業

地域の
新しい
ゲンキ

　カシオペア連邦の観光は「天台寺」や「九戸城」など歴史的文化遺跡の活用や、
「フォレストパーク」「子どもの森」など恵まれた自然の中での体験型観光など
多種多様です。
　また物産については、地域の特性を活かした穀彩（雑穀）商品や、安全で新
鮮な「山里」の食材及び加工品が豊富にあります。
　これら観光資源や物産を活用し、県外客を対象に日帰りバスツアーや観光イ
ベントを実施し、誘客を図りました。これにより観光スポットとして年々認知
度も高まっており、広域観光ルートとしても徐々に定着してきています。また
物産も都市の人々に高評価を得ています。

　平成3年から開催されている「カシオペア連邦合唱祭」。連邦内
の合唱団の親睦と音楽（歌唱）技術の向上を目指して始められた
合唱祭も、14回を数えました。加盟団体以外にも参加希望する児
童合唱団や聴衆も増えており、音楽芸術文化が着実に定着し、演
奏の技術も回を重ねるたびに向上してきています。

　カシオペア連邦 の冬季氷上スポーツの振興と技術の
向上を図るとともに、氷上スポーツを地域の特色あるス
ポーツとして定着させることを目的に行われています。
　最近注目されてきているカーリングを中心に、スピー
ドスケートやアイスホッケーなどの競技大会を開催して
います。

カシオペア氷上フェスティバル等開催事業

カシオペア連邦合唱祭

カシオペア穀彩PR事業



データ＆グラフ
●17年度決算（単位：千円）

 一般会計

 介護保険特別会計

●19年度予算（単位：千円）

■平成17年度に実施された主な事業ーーーー財務会計システム構築事業………12,072

■市町村別負担金

 ふるさと市町村圏基金特別会計

 一般会計

 介護保険特別会計

旧 二 戸 市

旧浄法寺町

新 二 戸 市

二戸市　計

一 戸 町

軽 米 町

九 戸 村

合 　 計

551,434

180,308

243,462

975,204

466,587

363,276

265,692

2,070,759

　　  ■一般会計当初予算の推移
（　）内は前年度対比

歳入

歳出

差引

10,150

10,150

0

4,031（39.71％）
6,119（60.29％）

1.財産収入
2.繰越金

1.ふるさと市町村圏自治振興費
人材育成活用事業・文化振興事業・
地域振興事業などの実施

10,150（100％）

平成17年度決算 内　訳

分担金及び負担金
2,070,759（85.74％）

使用料及び手数料
198,029（8.20％）

県支出金
4,214（0.17％）

財産収入
35,301（1.46％）

繰越金  79,991（3.31％）

諸収入  12,329（0.51％）
繰入金
14,488（0.60％）

歳  入
合計  2,415,111
（100.00％）

歳  出
合計  2,337,995
（100.00％）

人件費
1,051,842

（44.99％）

物件費
712,314（30.47％）

維持補修費
14,704

（0.63％）

補助費
80,595

（3.45％）

公債費
466,468

（19.95％）

投資的経費（普通建設事業）
  12,072（0.52％）

歳  入
合計  5,308,726
（100.00％）

歳  出
合計  5,021,423
（100.00％）

保険料
797,602

（15.02％）
分担金及び負担金
788,006

（14.84％）

使用料及び手数料
106（0.00％）

国庫支出金
1,333,210（14.84％）

支払基金交付金
1,527,565

（28.77％）

県支出金
592,978

（11.17％）

財産収入
0（0.00％）

保険給付費  4,736,161（94.32％）

繰越金  153,502（2.89％）

諸収入  676（0.00％） 総務費
122,585（2.44％）

財政安定化基金拠出金
4,591（0.09％）

基金積立金  57,110（1.14％）
諸支出金  100,976（2.01％）

繰入金  115,081（2.17％）

分担金及び負担金
2,046,480（87.09％）

使用料及び手数料
189,045（8.04％）

県支出金
3,692（0.16％）

財産収入
29,808（1.27％） 繰越金  30,990（1.32％）

諸収入  10,650（0.45％）

繰入金  3,560（0.15％）

組合債
35,700（1.52％）

歳  入
合計  2,349,925
（100.00％）

歳  入
合計  2,349,925
（100.00％）

議会費  714（0.03％） 総務費  71,693（3.05％）

衛生費
760.377

（32.36％）

消防費
1,022,308（43.50％）

公債費  458,911
（19.53％）

予備費  30,999（1.32％） 民生費
4,923（0.21％）

歳  入
合計  5,463,126
（100.00％）

歳  出
合計  5,463,126
（100.00％）

保険料
905,720

（16.58％）
分担金及び負担金
813,654

（14.89％）

使用料及び手数料
1（0.00％）

国庫支出金
1,294,009（23.69％）

支払基金交付金
1,568,482

（28.71％）

県支出金
809,365

（14.82％）

財産収入
1（0.00％）

保険給付費  5,191,809（95.03％）

繰越金  1（0.00％）

諸収入
1,396（0.03％） 総務費

128,636（2.35％）財政安定化
基金拠出金
5,244（0.10％）

基金積立金
1（0.00％）

諸支出金  3,003（0.05％）繰入金  70,497（1.29％） 地域支援事業費
132,133（2.42％）

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

2,429,907（△23.47％）

2,423,126（△0.28％）

2,376,490（△1.92％）

2,387,360（0.46％）

2,349,925（△1.57％）

4,763,411（5.24％）

5,147,392（8.06％）

5,386,599（4.65％）

5,489,946（1.92％）

5,463,126（△0.49％）
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公債費  300（0.01％）
予備費  2,000（0.04％）

　　  ■介護保険特別会計の推移
（　）内は前年度対比



緊急時の119番通報のしかた

二戸地区広域行政事務組合
〒028-6102　岩手県二戸市下斗米字細越20-1
TEL0195・23・7772　FAX0195・23・7984

URL  http://www.cassiopeia.or.jp

利用方法
●伝言を録音する方法

「171」にダイヤルする。→ ガイダンスにしたがって 1 を入力する。→ ガイダンスにしたがっ
て連絡をとりたい被災地の方の電話番号を市外局番から入力する。→ 伝言を録音する。

●伝言を聞く方法
「171」にダイヤルする。→ ガイダンスにしたがって 2 を入力する。→ ガイダンスにしたがっ
て連絡をとりたい被災地の方の電話番号を市外局番から入力する。→ 伝言が再生されます。

通報はあわてずゆっくりと、事故の状況や来て欲しい場所を伝えてください。聞き取りは１分
程度で終わります。「そんなことは良いから早く来て」欲しい気持ちはわかりますが、正確な情
報伝達は、結果的には短時間での現場到着に結びつきます。特に救急車の場合は、患者の病歴
や生年月日の聴取を医療機関から要請されていますので、ご協力をお願いいたします。現場付
近に、消防車や救急車が近づいたら手を振るなどして合図してください。

 

●火事の場合
「火事です。火事です。」
「場所は○○町○丁目○番○号
○○（氏名）です。」

「○階建ての一般住宅の○階の
○○の部分が燃えています。」 

「場所の目標は○○（学校名等）
の○側（東西南北）です。」

●救急の場合
「救急です。交通事故（病気）です。」
「場所は○○町○丁目○番○号○○商店前の交差点です。」
「○○歳くらいの男（女）性が乗用車にはねられて○○部分
から出血しています。」

「場所の目標は○○（学校名等）の○側（東西南北）です。」
※急病の時などは症状や，かかりつけの病院、患者の
　生年月日なども教えてください。

■通報の例です 

家族みんなで覚えておこう！「災害伝言ダイヤル171」
「災害伝言ダイヤル」は、地震などの災害が発生し、被災地への安否確認などの電話が殺到し
て電話がかかりにくい状態になった場合でも、被災地の人々の自宅の電話番号にかけることで、
伝言の録音および再生ができ、連絡を可能にするボイスメールサービスです。家族や親しい人
同士で「171」を申し合わせておくと安心です。




